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第

一
回

目
 

◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

７
月

０
５

日
(
金

)
 
 

曇
り

の
ち

時
々

雨
 

◇
参

加
者

；
山

川
治

雄
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

名
。

 

 

先
日

、
小

笹
の

宿
か

ら
阿

弥
陀

ヶ
森

間
の

奥
駈

道
の

倒
木

処
理

を
行

っ
た

が
、

行
者

還
岳

か
ら

七
曜

岳
迄

の
奥

駈
道

に
も

台
風

に
よ

る
倒

木
が

多
く

残

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

の
で

、
山

川
さ

ん
に

応
援

を
お

願
い

し
て

切
除

に
向

か

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

距
離

標
９

０
番

登
山

口
で

 
 

 
タ

イ
タ

ン
広

場
 

 
 

 
 

奥
駈

道
に

合
流
 

 午
前

８
時

半
に

Ｒ
３

０
９
・
距

離
標

９
０

番
（

Ｒ
１

６
９

天
ヶ

瀬
か

ら
４

．

５
㎞

）
で

待
ち

合
わ

せ
。

８
時

２
５

分
に

到
着

す
る

と
、

山
川

さ
ん

は
す

で

に
着

い
て

い
て

、
も

う
一

人
の

女
性

登
山

者
と

話
を

し
て

い
た

。
こ

の
女

性

は
奥

駈
道

周
辺

を
頻

繁
に

歩
い

て
い

る
人

で
、

今
日

は
弥

山
で

テ
ン

泊
の

予

定
だ

そ
う

だ
。
彼

女
は

n
a
r
a
7
の

ハ
ン

ド
ル

名
で

ヤ
マ

レ
コ

に
多

数
の

投
稿

を
し

て
い

る
。

 

山
川

さ
ん

は
こ

の
ル

ー
ト

が
初

め
て

、
私

は
行

者
還

岳
へ

は
８

年
ぶ

り
で

あ
る

。
約

３
０

分
で

通
称

“
タ

イ
タ

ン
広

場
”

こ
こ

か
ら

暫
く

は
、

ほ
ぼ

フ

ラ
ッ

ト
な

作
業

道
を

行
く

。
 

作
業

道
は

途
中

で
東

向
き

に
そ

れ
て

等
高

線
上

を
東

進
し

て
い

る
よ

う
だ

。

一
面

の
笹

原
に

な
る

と
奥

駈
道

は
す

ぐ
そ

こ
だ

。
 

奥
駈

道
に

出
た

と
こ

ろ
で

し
ば

し
休

憩
。

 

 
 

 
 

 

小
屋

迄
に

も
倒

木
 

 
 

 
 

行
者

還
小

屋
 

 
 

 
 

 
 

最
初

の
大

物
倒

木
 

 行
者

還
小

屋
ま

で
の

間
に

倒
木

３
本

を
切

除
、

小
屋

に
着

く
と

関
東

か
ら

来
た

若
い

男
性

が
一

名
、

天
気

が
悪

い
の

で
昨

日
か

ら
小

屋
に

居
着

い
て

い

る
そ

う
だ

。
し

ば
ら

く
話

を
し

て
北

上
を

始
め

る
。

行
者

還
の

水
場

付
近

は

相
変

わ
ら

ず
荒

れ
た

ま
ま

で
あ

る
。

行
者

霊
水

の
ホ

ー
ス

か
ら

は
よ

く
水

が

出
て

い
た

が
、

小
屋

の
蛇

口
か

ら
は

水
が

出
て

な
か

っ
た

。
 

行
者

還
岳

山
頂

へ
の

分
岐

を
過

ぎ
て

す
ぐ

、
奥

駈
道

石
柱

標
の

傍
で

３
本

の
倒

木
に

よ
っ

て
道

が
完

全
に

塞
が

れ
て

い
た

。
西

側
に

捲
き

道
が

出
来

て

い
る

。
そ

の
２

０
ｍ

先
に

直
径

５
０

㎝
ほ

ど
の

楓
が

根
返

り
し

て
道

を
塞

い

で
い

た
。
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イ
メ

ー
ジ

通
り

に
倒

木
切

除
成

功
 

 

手
前

に
５

０
㎝

、
向

こ
う

側
に

３
０

㎝
の

２
本

が
同

時
に

倒
れ

て
い

る
が

、

根
の

状
態

か
ら

、
切

り
さ

え
す

れ
ば

根
は

も
と

通
り

に
起

き
上

が
る

こ
と

が

判
っ

て
い

た
の

で
、

先
に

３
０

㎝
を

切
断

、
次

に
太

い
方

を
切

る
。

 

イ
メ

ー
ジ

通
り

、
切

断
と

同
時

に
根

は
起

き
上

が
り

、
少

し
飛
び

出
た
幹

を
切

っ
て

作
業
終
了

。
こ

こ
で

の
作

業
時

間
は

１
２

分
だ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

山
頂

へ
の

分
岐

で
倒

木
切

除
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
折

れ
た

杉
の

切
除
 

１
１

時
半

に
な

っ
て

い
た

の
で
昼
食

。
食
後

、
石

柱
標

傍
の

倒
木

を
切

除

す
る

。
直

径
は

２
０

㎝
ほ

ど
だ

が
枝

が
多

く
て

、
終
了

ま
で

２
０

分
か

か
っ

た
。

 

５
分

ほ
ど

歩
く

と
径

２
５

㎝
の
杉

が
折

れ
て

通
せ

ん
ぼ

し
て

い
る

。
枝

は

多
い

が
一

本
だ
け

な
の

で
１

０
分
足

ら
ず

で
切

除
完
了

し
た

。
 

折
れ

た
杉

の
処

理
を
終

え
て

北
上

を
続
け

る
。

途
中

、
何

本
も

の
倒

木
が

あ
っ

た
が

、
道

を
塞

い
で

い
る
物

は
少

な
く

、
ま

た
通

り
易

い
捲

き
道

が
出

来
て

い
る

の
で

、
横
眼

に
見

て
通

過
す

る
。

 

 
 

 
 

 

時
間

が
か

か
っ

た
２

本
の

倒
木

切
除
 

 

２
５

分
ほ

ど
歩

く
と
大
物

が
現

れ
た

。
直

径
が

５
０

㎝
の
物

が
１

０
ｍ

の

間
隔

で
２

本
、

北
側

の
方

は
３

０
㎝

の
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
な

ど
が
絡

ん
で
複
雑

に

倒
れ

て
い

た
。
慎
重

に
枝

先
か

ら
切

っ
て
太

い
幹

を
切

る
。
下

向
き

に
倒

れ

て
い

る
の

で
、

根
は
立

ち
上

が
ら

な
い

。
手

前
の

倒
木

の
処

理
に

３
０

分
、

奥
の

処
理

に
２

５
分

を
要

し
た

。
 

持
っ

て
き

た
燃
料

も
全

て
給
油

、
小

雨
が
降

っ
て

き
た

の
で

、
こ

こ
で

本
日

の
作

業
を
終
了

し
て
帰
路

に
つ

く
。

 

今
日

、
で

き
れ

ば
七

曜
岳

ま
で

と
思

っ
て

い
た

が
、
太

い
倒

木
の

処
理

に

思
わ
ぬ

時
間

が
か

か
っ

た
こ

と
と

、
雨

が
降

り
出

し
た

た
め

に
七

曜
岳

ま
で
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の
三

分
の

一
く

ら
い

し
か

処
理

で
き

な
か

っ
た

が
、

作
業

時
間

の
合
計

は
２

時
間

１
０

分
に
及

ん
だ

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

Ｒ
３

０
９
・
距

離
標

９
０

番
0
8
:
4
5
→
0
9
:
5
1
奥

駈
道

合
流
→
1
0
:
4
1
行

者
還

小
屋
1
0
:
5
0
→
1
1
:
1
4

奥
駈

道
・

行
者

還
岳

分
岐
→
1
2
:
3
0
連
続

倒
木

処
理

1
3
:
2
5
→
1
3
:
5
2

行
者

還
小

屋
→
1
4
:
5
0

奥
駈

道
分

岐
→
1
5
:
3
7
Ｒ

３
０

９
距

離
標

９
０

番
。

 

  
 

 
第

２
回

目
 

◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

７
月

１
２

日
 
(
金

)
 
 

 
晴

 

◇
参

加
者
：

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
名

。
 

 

７
月

５
日

に
山

川
さ

ん
と
二

人
で

倒
木

の
処

理
を

行
っ

た
が

、
降

雨
の

た

め
に
早

め
に
引

き
返

し
た

の
で

、
晴

天
が
確

実
な

日
を
選

ん
で
続

き
の

処
理

を
行

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

登
山

口
 

 
 

 
 

 
 

中
間

部
の

作
業

道
 

 
 

 
 

第
５

８
靡

・
行

者
還

 

 

前
回

と
同
じ

く
８

時
半

に
Ｒ

３
０

９
距

離
標

９
０

番
を

出
発

、
１

０
時

４

８
分

に
行

者
還

小
屋

に
着

く
。
北

の
方

か
ら
法
螺
貝

の
音

が
聞

こ
え

て
き

た
。
 

小
屋

を
出

て
す

ぐ
に

行
者
装
束

の
一

行
と

出
会

う
。
吉

野
・
喜
蔵
院

の
奥

駈

修
行

(
吉

野
→

前
鬼

)
１

８
名

だ
っ

た
。
最
後
尾

は
先
頭

か
ら

５
分

ほ
ど
遅

れ

て
い

る
。
最

年
少

の
行

者
が
ひ
ざ

を
痛

め
て
遅

れ
て

い
る

ら
し

い
。

付
き
添

っ
て

い
た

先
達

ら
し

い
行

者
と
少

し
話

を
し

て
別

れ
る

。
 

 
 

 
 

 

喜
蔵

院
・

奥
駈

修
行

一
行

 
 

登
山

者
が

通
過

す
る

 
 

 
道

を
遮

る
倒

木
切

除
完

了
 

 先
週

処
理

を
し

た
場
所

を
次

々
と
越

え
、
Ｐ

１
４

８
５

ｍ
の

北
側
鞍
部

で

直
径

が
５

０
㎝

ほ
ど

の
倒

木
が

道
を
遮

っ
て

い
た

。
地

面
を
這

う
よ

う
に

す

れ
ば
下

を
通

過
で

き
る

が
、

切
除

を
開

始
す

る
。

５
分

ほ
ど
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー

を
使

っ
て

い
る

と
南
下

し
て

く
る

登
山

者
が

目
に
入

っ
た

。
一
旦
チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

を
止

め
て

通
過

し
て

い
た

だ
く

。
「
何

分
く

ら
い

か
か

り
ま

す
か
？
」

と
聞

か
れ

た
の

で
「

２
０

分
位

か
な
」

と
答

え
た

が
、

実
際

は
１

ヶ
所

で
２

０
分

、
２

ヶ
所

を
切

断
し

た
の

で
４

０
分

か
か

っ
た

。
 

当
初

は
１

ヶ
所

を
切

れ
ば

根
が
立

ち
上

が
る

、
と
み

て
い

た
が

、
切

っ
て
み

る
と

根
と
幹

が
ち
ょ

う
ど
バ

ラ
ン

ス
を
取

っ
て

い
て

、
上

に
も
下

に
も
動

か

な
い

。
３

ｍ
位

の
枝

を
切

っ
て

テ
コ

に
し

て
動

か
し

て
み

た
が

、
ま

っ
た

く

立
ち

上
が

ら
ず

、
仕
方

な
し

に
も

う
１

ヶ
所

を
切

断
し

た
。

切
り
落

と
す

と

同
時

に
根

は
も

と
通

り
水
平

に
な

り
、

通
行

の
支
障

は
無

く
な

っ
た

。
し

か

し
、
持

っ
て

き
た
燃
料

の
大

半
を

こ
こ

で
使

っ
て

し
ま

っ
た

。
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七
曜

岳
南

側
迄

の
奥

駈
道

の
倒

木
処

理
 

 

更
に

北
上

を
続
け

て
、

七
曜

岳
の
岩
稜

を
登

り
だ

す
。
後

２
０

０
ｍ
位

で
七

曜
岳

に
着

く
と
思

わ
れ

る
と

こ
ろ

ま
で

登
っ

た
が

、
こ

の
先

の
岩
尾

根
に

今

ま
で

の
様

な
大

木
は
無

い
と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
引

き
返

す
こ

と
を
決

め
た

。

こ
こ

ま
で

に
も

１
０
～

２
０

㎝
の

倒
木

４
本

を
切

除
、

時
刻

は
午
後

３
時

に

な
っ

て
い

た
。

 

 
 

 
 

行
者

還
小

屋
を

過
ぎ

た
奥

駈
道

の
倒

木
処

理
 

 
 

 
本

日
の

作
業

範
囲

 

行
者

還
小

屋
迄

の
戻

り
道

で
も

、
細

い
倒

木
３

本
を

切
除

、
小

屋
か

ら
奥

駈
道

の
分

岐
ま

で
に

２
本

を
切

除
し

た
。

奥
駈

道
の

分
岐

に
横

た
わ

っ
て

い

る
古

い
倒

木
に

ス
テ

ッ
プ

を
切

っ
て

い
る

途
中

で
、

と
う

と
う
燃
料

切
れ

に

な
り

中
途

半
端

な
状

態
で
終

わ
っ

て
し

ま
っ

た
。

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

Ｒ
３

０
９
・
距

離
標

９
０

番
0
8
:
3
5
→
0
9
:
5
6
奥

駈
道
→
1
0
:
4
8
行

者
還

小
屋

1
0
:
5
3
→
1
1
:
3
6
み

な
き
ケ

ル
ン
→
1
2
：
1
1
倒

木
処

理
1
3
:
0
0
→
1
4
:
4
0
七

曜

岳
南
→
1
6
:
0
5
行

者
還

小
屋
1
6
:
2
2
→
1
7
:
2
0
奥

駈
道

分
岐
→
1
8
:
1
5
Ｒ

３
０

９
・

距
離

標
９

０
番

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
梶

野
)
 


